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1 国 。県・市指定文化財
指定文化財 170件 (国指定15件、県指定23件、市指定132件 )

国登録有形文化財 2件

I 指定文化財保護事業

指定文化財一覧表 1

No 区分 文化財名 名  称 員数 所在地 所有者又は継承者 指定年月日

1

国
　
指
　
定

重要文化財 旧中込学校校舎 (附 建築文書 3点 ) 1棟 中 込 佐久市 S44.3.12

2 史 跡 旧中込学校 1ケ所 中 込 佐久市 S44.4.12

3 史 跡 龍岡城跡 1ケ所 田  口 佐久市 S9.5.1

4 重要文化財 紙本着色一通上人絵伝 巻第二 1巻 野  沢 金台寺 S9.1.30

5 重要文化財 紙本墨書他阿上人自筆仮名消息 1軸 野  沢 金台寺 S9。1.30

6 重要文化財 駒形神社本殿 (附 棟札 4枚 ) 1棟 塚  原 駒形神社 S24.5,30

7 重要文化財 鉄 鐘 1回 跡  部 藤沢平治 S52.6.11

8 重要文化財 新海三社神社三重塔 1基 田  口 新海三社神社 h/140.8.28

9 重要文化財 新海三社神社東本社 1棟 田  口 新海三社神社 S12,7.29

10 重要文化財 六地蔵憧 1基 入  沢 佐久市 S36.3.23

重要文化財 高良社 (旧八幡神社本殿) 1棟 蓬  田 八幡神社 S17.12.22

12 重要文化財 福王寺の木造阿弥陀如来坐像 l体 協 和 福王寺 S25,8.29
０
じ 重要文化財 真山家住宅 2棟 望  月 真山純子 S48.6.2

14 重要無形民俗文化財 跡部の踊 り念仏 1つ 跡  部 跡部踊り念仏保存会 H12.12.27
15 天然記念物 岩本す田ヒカリゴケ産地 1ケ所 岩本寸田 佐久市 T103.3

16

県
　
指
　
定

県 宝 木造阿弥陀如来坐像 1体 岩村田 西念寺 S34.11,9
，
Ｉ 県 宝 刀 1回 瀬  戸 寺尾文孝 S.41.3.17

18 県 宝 木造地蔵書薩半VJl衛像 1体 根々井 正法寺 S44.5.15

19 県 宝 版本大般若経 577妥争 安  原 安養寺 S63.3.24

20 県 宝 貞祥寺三重塔 1基 前  山 貞祥寺 H4.9。 10
９

々 県 宝 木造阿弥陀如来及び両脇侍立像 3体 安  原 安養寺 H6.8.15
，
〉
９
留 県 宝 貞祥寺惣門及び山門 ９

留 前  山 貞祥寺 H15.4.21
つ
０
９
， 県 宝 井出家座敷 1室 臼  田 井出 温 S50,7.21

24 県 宝 上宮寺梵鐘 1基 田  口 上宮寺 S52.3.31

25 県 宝 鋳銅箔鋭金花瓶 1回 臼  田 弥勒寺 S61.3.27

26 県 宝 金剛力士像 2体 田  口 上宮寺 H2■4.20
守
ｒ
９
々 県 宝 安養寺の木造法燈国師衛像 l体 安  原 安養寺 H22.1019

28 無形民俗文化財 湯原神社式三番 1つ 湯  原 腸原神社式三春保存会 S56.2.2
29 史 跡 三河田大塚古墳 1基 三河田 柳沢 茂 S37.7.12

30 史 跡 伴野城跡 1ケ所 野  沢 大伴神社・佐久市 S40.4.30
つ
じ 史 跡 根井氏館跡 1ケ所 根々井 正法寺 S40.7.29

32 史 跡 北高禅師墓碑 1基 岩村田 龍雲寺 S44.10.2
Ｏ
υ
Ｏ
υ 史 跡 岩尾城跡 1ケ所 鳴 瀬 個人39人 S46.5.27

34 史 跡 平賀氏城跡 1ケ所 常 和 個人37人 S46.5.27

35 史 跡 大井城跡 (王城・黒岩城 ) 2ケ所 岩ホ寸田 個人34人 S46.5。 27

36 史 跡 五郎兵衛用水跡 1路 望月・浅科 佐久市・国土交通省 S58.12.26
37 天然記念物 王城のケヤキ 1本 岩ホ寸田 荒宿十三社 S61.3.27

38 天然記念物 広川原の洞穴群 11穴 9池 田  口 禅昌寺・市川栄三郎 S51.3.29
39

市

指

定

有形文化財 金台寺の鉦 1口 野  沢 金台寺 S46.10.1

40 有形文化財 竹田の鉦 (一 ) l口 根 岸 工藤光吉 S46.10.1

41 有形文化財 竹田の鉦 (二 ) 1日 根 岸 工藤文武 S46.10.1

42 有形文化財 平賀村中善寺大般若経 600完善 平 賀 中善寺 S49。 12.1
Ｏ
υ
刀
仕 有形文化財 下桜井村寛永の五人組帳 1冊 桜  井 臼田繁雄 S49.12.1

44 有形文化財 永禄十一年上原筑前御恩御検地帳 2冊 瀬 戸 柳沢 譲 S49.12.1

45 有形文化財 平尾大社本殿 1棟 上平尾 平尾大社 S49。 12.1

46 有形文化財 取出町百番観音 100体一式 取出町 取出町区 S49,12.1

47 有形文化財 桃源院木造地蔵菩薩坐像 1体 鳴 瀬 桃源院 S4912.1

48 有形文化財 大沢村旧長命寺仁王堂應永在銘石柱 1柱 大 沢 長命寺 S54.9。 25
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指定文化財一覧表 2

No 区分 文化財名 名  称 員数 所在地 所有者又は継承者 指定年月日

49

市

1旨

定

有形文化財 暦應在銘板碑 1基 中 込 正楽寺 S57.3.1

50 有形文化財 龍雲寺の中世文書 38!点 岩村田 龍雲寺 S6210.20

51 有形文化財 安養寺の中世文書 7点 安  原 安養寺 S6210.20

52 有形文化財 上直路遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62.10.20
０
０
Ｒ
υ 有形文化財 東一本柳古墳出土遺物 一括 佐久市 S62.10.20
医
υ 有形文化財 北西ノ久保遺跡出土の埴輪 一括 佐久市 S62.10.20

55 有形文化財 周防畑 B遺跡出土遺物 一括 佐久市 S6210.20

56 有形文化財 中道遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62.1020

57 有形文化財 瀧ノ峯古墳群出土遺物 一括 佐久市 S62.10.20

58 有形文化財 後沢遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62.10.20

59 有形文化財 大井法華堂 4雰験関係文書 859点 岩村田 大井道也 Hl.11.6

60 有形文化財
木造愛染明王坐像および脇侍木造両
界大日如来坐像

3体 志  賀 法禅寺 Hl.11.6

61 有形文化財 旧大沢小学校 1棟 大  沢 佐久市 H8.6.6

62 有形文化財
倉沢薬師堂 (宮殿、石造薬師如来立像
加舎白雄自筆奉納俳額)

1棟 前  山 貞祥寺 H10.4.30

Ｏ
υ
徐
υ 有形文化野 正法寺多層塔 1基 根々井 正法寺 H10.12.28

64 有形文化財 相沢寺仏面 41面 臼  田 相沢寺 S48310
会
υ 有形文化財 田野口藩陣屋 日記 372¶冊 佐久市 S50.11.22

66 有形文化財 湯原神社青銅鰐口 1日 湯 原 湯原神社 S52.3,31

67 有形文化財 大宮諏訪神社青銅鰐口 1回 入  沢 大宮諏訪神社 S52331

68 有形文化財 信濃奇勝録版木 1組 臼  田 井出克征 S52.3.31

69 有形文化財 i竜秩父札所観音石仏 34尊 湯 原 湯原区 S53.2.17

70 有形文化財 水落観音町石石仏 13黛婁 田  口 水落山観音院 S532.17
，
ｒ 有形文化財 相沢寺平鉦 1回 臼  田 相沢寺 S54.331
９
，
ワ
イ 有形文化財 弥勒寺板碑 1基 臼  田 弥助寺 S54.3.31
Ｏ
υ
ラ
ｒ 有形文化財 医王寺板碑 1基 臼 田 医王寺 S543.31

74 有形文化財 御魂代石 1基 田  口 新海三社神社 S55.3.31

75 有形文化財 岩水秩父札所観音木像 34体 平 林 岩水区 S55,3.31

76 有形文化財 大宮諏訪神社石棒 1本 入 沢 大宮諏訪神社 S57.4.1

，
ｒ
″
ｒ 有形文化財 解体人形 1体 田  口 小林美和子 S57.41

78 有形文化財 磨崖石仏群 5基 三  分 三分区 S58.3.25

79 有形文化財 姫の石像 1体 下小田切 下小田切区 S58.3.25

80 有形文化財 大日宝塔 4基 三 分 遍照寺 S58.3.25

81 有形文化財 丸山家中世古文書 3点 田  口 丸山槙太 S58.3.25

82 有形文化財 新海三社神社中世古文書 3点 田  口 新海三社神社 S58.3.25

つ
υ
Ｏ
Ｏ 有形文化財 小太刀古狐九 1振 入  沢 日向廣邦 S60.3.28

84 有形文化財 地獄極楽図 2車由 臼  田 弥勒寺 S62.3.25
Ｏ
Ｏ 有形文化財 入沢焼茶壼 占

、 佐久市 S63.4.18

86 有形文化財 物部の銅印 1個 清  川 上原政彦 H5,71
ワ
イ
Ｏ
Ｏ 有形文化薄 蕨手刀 1振 佐久市 H5,7.1

88 有形文化財 鈴帯具 1組 佐久市 H5.7.1

89 有形文化財 山宮家中世古文書 4点 田  口 山宮博子 H8.51

90 有形文化財 龍岡藩高札場 1オ東 田  口 佐久市 H9,4.1

91 有形文化財 日影堂百番観音木像 100体一式 臼  田 医王寺 H9.4.1

92 有形文化財 吉祥寺山門 1棟 入  沢 吉祥寺 H10.4.1

つ
０
６
ｙ 有形文化財 薬師堂薬師三尊像 3体 入 沢 日向一族 H104.1

94 有形文化財 泉龍院涅槃図 1軸 中小田切 泉龍院 H12.3.27

95 有形文化財 磨崖青面金岡J 1尊 田  口 大工原一彦 H143.6

96 有形文化財 新海三社神社中本社・西本社 2棟 田  口 新海三社神社 H14.3.6

97 有形文化財 大宮諏訪神社本殿 1棟 入 沢 大宮諏訪神社 I115,3.6

98 有形文化財 三条神社本殿 1棟 入  沢 三条区 H1536
99 有形文化財 矢島の五輪塔 1基 矢 島 宝泉寺 S25,12,1

100 有形文化財 五輪塔群 1群 塩名田 塩名田区 S47.8.1

101 有形文化財 山の神石祠 1基 御馬寄 御馬寄区 S56.8.1

つ
々
（
） 有形文化財 石仏十王像 5尊 御馬寄 御馬寄区 S56.8.1

つ
０
∩
Ｖ 有形文化財 矢島道祖神 1基 矢 島 矢島区 S62.10.1
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指定文化財一覧表 3

No 区分 1 文化財名 名  称 員数 所在地 所有者又は継承者 指定年月日

104

市

指

定

有形文化財 長念寺の木造阿弥陀如来立像及び胎内文書 1体 甲 長念寺 H9。2.20

105 有形文化財 人幡神社の算額 1面 人 幡 人幡神社 H9,220

106 有形文化財 人幡神社の瑞垣門 1棟 人  幡 八幡神社 H9.2.20

７
イ
（
Ｖ 有形文化財 人幡神社の随身門 1オ東 人  幡 八幡神社 H9.2.20

108 有形文化財 人幡41H社の本殿 1棟 人  幡 人幡神社 H9.2.20

109 有形文化財 百番観音石仏群 100尊 春  日 飯塚宗治 S61,910

110 有形文化財 市川家の石造大日如来 1体 布  施 市川
堂 S61.910

有形文化財 城光院の石造庚申塔 1基 望  月 城光院 S619.10

112 有形文化財 城光院の石造十王像 10尊 望  月 城光院 S61.9。 10

つ
０ 有形文化財 城光院の石造宝医印塔 4基 望  月 城光院 S61.9,10

114 有形文化財 万治の石造大日如来 1体 協 和 比田井良嗣 S61.9,10

有形文化財 福王寺の石造庚申塔 1基 協 和 福王寺 S61.9.10

116 有形文化財 福王寺の木造日光菩薩立像 1体 協  和 福王寺 S61.910

７
‘ 有形文化財 福王寺の木造月光菩薩立像 1体 協  和 福王寺 S61.9,10

118 有形文化財 福王寺の本造雨宝童子立像 1体 協 和 福王寺 S61,9。 10

119 有形文化財 福王寺の木造昆沙門天立像 1体 協 和 福王寺 S61.9.10

120 有形文化財 月輪寺跡の石造笠塔婆 1基 E「   PЧ 印内区 S61,9.10

121 有形文化財 天神の元禄の石造双体道祖神 1体 協 和 天神区 S619.10

９

留

つ
々 有形文化財 入布施の石造片手合掌双体道祖神 1体 布 施 入布施区 S619.10

つ
０
９

“ 有形文化財 牧布施の石造庚申塔 1基 布 施 牧布施区 S61.9.10

124 有形文化財 不動明王立像 1体 春 日 蓮華寺 H20.6.13

125 無形民俗文化財 岩村田祇園におけるお船様祭り 1つ 岩村田 荒宿区 S58.9.1

126 無形民俗文化財 鳥追い祭り 1つ 甲 鳥追い祭り保存会 H9.2.20

，
ｒ
９
留 無形民俗文化財 岩下の踊り念仏 1つ 春  日 岩下踊り念仏保存会 S61.9,10

128 無形民俗文化財 根神社の式三呑隻 1つ 春  日 根神社式二番貿保存会 S61.9.10

129 無形民俗文化財 榊祭 1つ 望  月 望月区 S61,9.10

130 無形民俗文化財 春日本郷地区道祖神祭り 1つ 春  日 春日本郷地区 H10220
Ｏ
υ 史 跡 大梅禅師墓碑 1基 内  山 正安寺 S45。 10,1

９
〓

つ
υ 史 跡 鵜縄沢端一里塚東塚 1基 岩村田 関回芳幸 S45,10.1

つ
０
つ

０ 史 跡 安原大塚古墳 1基 安 原 英多神社 S45.10,1

134 史 跡 北西ノ久保の石造塔婆群 1群 岩本寸田 信州短期大学 S49。 12.1

135 史 跡 正楽院の供養塔 1基 平 賀 長福寺 S49。 121

136 史 跡 前山城跡 1ケ所 前  山 個人11人 S56.4.23

137 史 跡 瀧ノ峯古墳群 4基 根  岸 個人 6名 S62.1020

138 史 跡 後沢遺跡 1ケ所 小宮山 佐久市 S6210.20

139 史 跡 蛇塚古墳 1基 日  田 佐久市 S47.5.5

140 史 跡 幸神古墳群 4基 田  口 新海三社神社 S47.5.5

141 史 跡 西の窪19号古墳 1基 入 沢 桜井やす S47.5.5

142 史 跡 塩名田本陣跡 1オ東 塩名田 丸山良一 S25。 12.1

つ
０
刀
仕 史 跡 御馬寄古城跡 1ケ所 御馬寄 山浦幸之助外 S25,12.1

144 史 跡 土合一号古墳 1基 甲 金箱 保 S25.12.1

145 史 跡 火の雨塚古墳 1基 桑  山 寺尾福丸 S25.121

146 史 跡 虚空蔵のろし台跡 lヶ 所 矢 島 八幡神社 S25.12.1

147 史 跡 舟つなぎ石 1 塩名日千山川河川敷 国土交通省 S25。 121

148 史 跡 野馬除け柵跡 数力所 御牧原 個人所有 S35815

149 史 跡 中山道一里塚跡 lヶ 所 甲 山本武広 H9220

150 史 跡 人幡宿本陣跡 lヶ 所 人  幡 小松勇夫 H9.2.20

151 史 跡 兜山古墳 2基 八幡・蓬田 依田 仁 H16.1■24

152 史 跡 下吹上遺跡 1ケ所 協 和 佐久市 S61.9.10

つ
０
Ｅ
υ 史 跡 中山道 布施,望月'茂田井 佐久市 S61.9。 10

154 史 跡 王塚古墳 1基 協 和 比田井区 S61.9.10

155 名 勝 較月原 1ケ所 小田井 佐久市 S53.2.1

156 天然記念物 白山神社イチイの古樹 1本 常 和 白山榊社 S45。 10,1

ワ
イ
買
υ 天然記念物 野沢町の女男木 1本 野  沢 大伴神社 S46.101

158 天然記念物 チョウゲンボウ 生息地2ヶ所 伴野・鳴瀬 S53.2,1
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指定文化財一覧表 4

No 区分 文化財名 名  称 員数 所在地 所有者又は継承者 指定年月日
159

市

指

定

天然記念物 お神明の三本松 1本 上小田切 上小田切西区 S47.5.5

160 天然記念物 入沢風穴 1ケ所 入  沢 三石嗣佳 S48.3.10

161 天然記念物 キレハエビラシダ 1群 上小田切 上小田切区 S63.11.21

162 天然記念物 黒沢家 ヨナラ 1本 湯  原 黒沢家 H16.2.13
つ
０
Ａ
υ 天然記念物 児落場峠天然カラマツ 1本 入 沢 佐久市 H16.2.13
会
υ 天然記念物 関所破 りの桜 1本 甲 市川恒世 S445.15
165 天然記念物 勝手神社のケヤキの本 1本 御馬寄 勝手榊社 H15。 10.30

166 天然記念物 山の神のヨナラ群 1群 春  日 春日財産区 H9.3.14
ヮ
了
公
υ 天然記念物 小野山家のエ ドヒガン 1本 春  日 小野山駿吉 H9.3.14

168 天然記念物 蓮華寺のスギ 1本 春  日 連華寺 H9.3.14

169 天然記念物 大井家のエ ドヒガン 1本 協  和 大井誉敬 H9.3.14

170 天然記念物 福王寺のヒイラギ 1本 協 和 福王寺 H9.3.14

No 区分 文化財名 名  称 員数 所在地 所有者又は継承者 指定年月日
1 国
登
録

建造物 武重本家酒造及び武重家住宅 30カ束 茂田井 武重徳衛 H12.4.21
９

イ 建造物 市川家住宅主屋と土蔵 2棟 中込 市川平人郎 H17.6.17

2 国史跡・重要文化財 旧中込学校及び資料館
(1)旧中込学校・資料館 入館者数 7,914人
(2)旧中込学校・資料館入り口階段滑り止め等修繕

蒸気機関車及び佐久鉄道ガソリンカー「キホハニ56号」

(旧中込学校附属資料館南隣に公開展示)見学無料

4 島崎藤村旧宅 (貞祥寺敷地内)
(1)入館者数 2,090人
(2)島崎藤村旧宅屋外 トイレ修繕

5 国史跡 龍岡城跡
(1)龍岡城跡保存整備
黒門西側石垣改修工事

4月下旬から11月 上旬にかけて公開

6 日田町誌編纂
(1)臼田町誌編纂講座
期日 平成23年 2月 19日   場所 あいとぴあ臼田   参加者 80人
演題 「庶民と教育 ～読み・書き。そろばんによる教育のすすめ～」
講師 臼田町誌編纂委員長 尾崎行也先生
(2)展示 江戸時代の手習本、明治 。大正の教科書
龍岡藩の藩校「尚友館」の蔵書

(3)臼 田町誌編纂事業
臼田町誌編纂事業の過程で調査・収集した古文書等の資料整理と目録の発刊

黒門西側石垣改修工事竣工状況
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1 保護・保存事業
記録保存

(孔 )概要

Ⅲ 埋蔵文化財事業

開発原因者
調査実施数

報告書刊行
発掘 整理 試掘 立合

佐久建設事務所 1 1
０
じ 1

佐久市土地開発公社 1

佐久市 4
９

留 16 4

個人・民間企業 38 26 7

市内遺跡 1 1

合計 16
ワ
イ 42 46

０
じ

原因者負担 9 6

国・県補助 7 1
つ
つ
加
仕 46

(2)発掘調査 。整理作業
No 遺跡名 調査面積 所在地 開発事業 調査概要 報告書

1 田中遺跡 3131N 入沢・三分 道路整備 古墳時代から平安時代の集落跡

2 春日居館跡 300r百 春 日 農協春日支所建設 中世の館跡 第187集

3 権現山窯跡 50rド 人幡 宅地造成 奈良時代の須恵器窯跡 第189集

4 野馬窪遺跡Ⅳ 90至N 猿久保 集合住宅 中世の館跡 第183集

5 円正坊遺跡Ⅸ 30r置 岩村田 社屋新築 弥生時代後期から古墳時代の集落跡 第192集

6 西近津遺跡Ⅷ 5981正 長土呂 集合住宅 縄文時代中期から平安時代の集落跡

7 中道遺跡Ⅲ 481正 前山 移動通信用無線基地局 弥生時代後期の集落跡

8 宮の上遺跡Ⅱ(Ⅳ ) 135rド 横和 集合住宅 平安時代の集落跡

9 宮の上遺跡Ⅲ 1351N 横和 集合住宅 平安時代の集落跡

10
宮の前遺跡他・

南近津遺跡Ⅲ
10,7001N 長土呂 街路整備・区画整理 弥生時代後期から平安時代の集落跡

下原遺跡 1,0031N 三河田・横和 市道改良 弥生時代中期から中世の集落跡 第186集

９

々 井戸尻遺跡 4,9551正 鳴瀬・塩名田 市道改良
縄文時代から平安時代の

包含層。中世の集落跡

13 東一本柳遺跡Ⅱ 1,4001だ 岩村田 市営住宅建替 古墳時代の集落跡

14 南近津遺跡Ⅳ 80r西 長土呂 個人住宅 弥生時代から平安時代の集落跡

南近津遺跡V 851N 長土呂 個人住宅 奈良時代の集落跡

16 西一本柳遺跡 XⅨ 124■ざ 岩村田 個人住宅 古墳時代の集落跡

(3)整理作業
No 遺跡名 所在地 開発事業 調査概要 報告書

1 西一里塚遺跡Ⅱ 平塚他 道路改良 弥生時代後期の集落跡 第188集

2 円正坊遺跡Ⅷ 岩村田 生徒寮建設 弥生時代後期から平安時代の集落跡 第185集

3 南下北原遺跡 長土呂 宅地造成 奈良・平安時代の集落跡 第193集

4 番屋前遺跡Ⅳ 猿久保 農協本所建設 中世の集落跡 第194集

5 和田遺跡 湯原 市道改良 弥生時代後期 。平安時代の集落跡 第191集

6 西近津遺跡Ⅲ・Ⅳ oV 長土呂 市道改良 縄文時代中期から平安時代の集落跡

7 市内遺跡 市内 平成21年度試掘・立合調査 第184集
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(4)試掘・立会調査

No 遺 跡 名 所在地 開発主体者 開発事業名
調査面積
(面 )
開発面積
(面 )
保護措置 調査期間

l 松の木遺跡 岩村田 佐久市 学校建設 380 （
Ｖ
（
）
資
）
０
０ 試掘

H22.10.21・ 22.

111,2・ 4
つ
々 小山の神 B遺跡 小宮山 碓 井 正 雄 墓地造成 74 ワ

ｒ 試掘 H22.4.28-5,7

自山遺跡群 鳴瀬 花里 寛一 集合住宅 138 87489 試 掘
H22.4.19。 20、

7.7

松の木遺跡 猿久保 陶新 日本開発 店 綿
９

， 51527 試掘 H22.4.13

5 岩村田遺跡群 岩村田 棚セブンイレブンージャパン 店舗 536 2,10150 試掘 H22.4.23-27
6 白山遺跡群 横和 佐久市 道路建設 291.60 1,400 試掘 H22.4.22・ 23
，
ｒ 像ケ岡遺跡 前 山 前山南区長 公会場建設

つ
々
つ
０ 501.04 試掘 H22.7.21・ 22

8 西近津遺跡群 長土呂 小池 澄江 集合住宅 42 112464 試掘 H22.9.27

9 大塚遺跡群 中込 陶信州ファーマ 月ビ舎甫 30 163.83 試 掘 H22.7.20

10 西近津遺跡群 長土呂 茂木 義秀 集合住宅 340 1.382.00 試 掘 H22.7.20´-30

高師町遺跡群 新子田 中澤 文一 個人住宅 60 55169 試掘 H22.6.18
つ
々 西近津遺跡群 長土呂 原野 春彦 集合住宅 46 495 試掘 H22.7.21

野馬窪遺跡群 猿久保 腑エヌ・テイ・テイ'ドコモ 無線基地局
つ
々
員
υ

Ｑ
Ｏ 試掘 H22.8.3´ -11・ 25

望月城跡 望月
日本放送協会
長野放送局

放送事業 13 試掘 H22.8.18。 19

15 中道遺跡群 前 山 棚エヌ'テ イ・テイ・ドコモ 無線基地局 15 ００
０
０
０
オ
仕 試掘 H22.9.13・ 14

16 岩村田遺跡群 岩木寸田 早川 功 個人住宅 25 522.91 試 掘 H22.7.28

17 城下遺跡 臼 田 菊池 智 一 個人住宅 26 37198 試掘 H22.9.17

18 荒船湖遺跡群 内 山 佐久市 防災無線中継所 6 29 試掘 H22.10.18

19 枇杷坂遺跡群 岩村田 小林建設工業爛 事務所
７
′ 667.61 試掘 H22.9.13・ 14

20 周防畑遺跡群 長土呂 上原 英雄 個人住宅 85 471 試掘 H22.10.5

つ
々

馬瀬口遺跡群
瀬戸 中部電力仰 電気等

727 681
試掘
H221126
～ 127高師町遺跡群 640

つ
々

22 上滝。中滝・下i竜遺跡 腸 原 佐久市 道路改良 450 試 掘 H23.2.4・ 22
つ
０
０
と 田口館跡 田 口 中條 衛次 個人住宅 50 401 試掘 H22.10.29

24 尼塚遺跡群 鳴瀬 中部電力棚 電気等 6.40 5250 試掘 H22.10.29
25 西赤座遺跡 岩村田 学校法人 聖啓学園 食堂等改修工事 ，

ｒ
つ
々

つ
０
資
υ
刀
生 試掘 H22.11.12

26 権現山遺跡群 甲 寺岡 史人 診療所建設 170 994 試掘 H23.1.26
ワ
イ
つ
々 深堀遺跡群 瀬 戸 ∩田園不動産 宅地造成 ９

″

つ
０ 1.406.67 試 掘 H22.11.7

28 宮の上遺跡群 茄驚不日 黒沢 思雄 集合住宅 87.50 452 試 掘 H22.12.17・ 18

29 宮の上遺跡群 横和 上原 稔 集合住宅 148 ４，
ｒ
淡
υ 試掘 H22.12.17。 18

30 前田遺跡群 塚原 佐藤 徳雄 集合住宅 90 ８９つ
０
０
０
∩
ν 試掘 H23.2.7

周防畑遺跡群 長土呂 上田 民代 集合住宅 40 282.97 試掘 H23.1.7

つ
つ 宮の上遺跡群 横和 黒沢 忠雄 集合住宅 391.20 試掘

H23.1.24、

2.14～ 16

宮の上遺跡群 横和 奥村 茂貴 集合住宅 つ
つ
〔
ソ 442 試掘

H23.1.24、

214～ 16
34 塚原屋敷添遺跡 平塚 ∩田園不動産 宅地造成 21 2,611 試掘 H22.2.3

35 上ノ段遺跡 望月 棚NTTド コモ 移動通信中
継施設

2.50
318.65
の内9.34

試掘 H23.3.3

36 周防畑遺跡群 長土呂 神津 公洋 個人住宅 36 190.02 試掘 H23.3.8
，
Ｖ
つ
０ 跡部儘田遺跡群 跡部 田中 文央 集合住宅 1,257 試掘 H23.3.10

38 原遺跡 臼田 仰大勝日開発 宅地造成 260 1,445 試掘 H23.2.24・ 25

39 周防畑遺跡群 長土呂 鴨 下 直哉 個人住宅 つ
々
∩
υ 635.66 試 掘 H23.3.3

40 平賀中屋敷遺跡群 平賀 北沢 博之 集合住宅 76 ∩
Ｖ
刀
仕 試掘 H23.3.23

41 蛇塚遺跡群 岩本f田 田村 勇城 個人住宅 50 476.18 試 掘 H23.3.31

つ
る
刀
仕 包蔵地外 中込

長野県厚生農業
協同組合連合会

病院建設 17.306 131,556 試掘
H22.10.12～
12.24

43 田口館跡 田 口 宗教法人 春松院 寺院改修 9,500 立会
H21.2.20～
H23.3.31

44 上平遺跡群 鳴 瀬 佐久建設事務所 適路 850 立 会 H224.15
45 新町遺跡 中込 佐久建設事務所 這路改良

０つ
０
０
０ 立 会 H23323

46 龍岡城跡 田 口 鷲見 彰 個人住宅 585.66 立会 H22.6.7´-18
47 龍岡城跡 田 口 岩 田 昭雄 個人住宅 391.42 立会 H225.24～ 31
48 野沢城跡 野沢 清水 琢磨 個人住宅 199 立会 H22.4.16

49 岩村田遺跡群 岩村田 ∩エルブルース 押奪台甫 40153 立 会 H22.5.18
50 三分遺跡群 三 分 岩岡 4多 個人住宅 401,72 立 会 H225.17

51 大塚遺跡群 中込 佐久市
駐車場等整
備

1,900 立会 H22.715
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No 遺 跡 名 所在地 開発主体者 開発事業名
調王垂向布貢

(� )

開発面積
(下)
保護措置 調査期間

52 岩村田遺跡群 岩村田 宮原  みゆき 個人住宅 23868 立 会 H22.6.10

53 西妻神遺跡 中 込 小西 光子 個人住宅 614.28 立会 H22.7.5

54 浅井城跡 新子田 小平 健夫 個人住宅 284 立会 H22.7.26
民
υ 蛇塚遺跡群 猿久保 佐久市 下水道 2.25 立 会 H22,92

56 野馬窪遺跡群 猿久保 佐久土地開発公社 土測構 100 立 会 H22.7.20

57 扇田遺跡 内山 ソフトバンクモバイル棚 無線基地局 1.44 立 会 H22.11.30

58 周防畑遺跡群 長土呂 佐藤 剛 個人住宅 240.32 立会 H229.22

59
五本木遺跡
(外20件別紙一覧)

根岸 佐久市 防災無線
つ
０ 立会

H22.10.20-
11.20

60 社宮司遺跡 原 柳 澤  裕樹 個人住宅 347 立会 H22.10.26

61 周防畑遺跡群 長土呂 片井 宏治 個人住宅 241.63 立会 H22.10.13

62 日向屋敷遺跡 根 々井 佐久市 公共下水道 7,7 ・5.5 立会 H22.11.15。 16

つ
０
会
） 西大久保遺跡群 下平尾 佐久市 公共下水道 172.90 立会

H22.12.10、

H23.1.11

64 西大久保遺跡群 下平尾 佐久市 公共下水道 212.40 立会 H22.10.29

65 龍岡城跡 田 口 教育委員会 看板設置 30 立 会 H23.2.1

66 樋口遺跡 上小田切 佐久 i 公共下水道 199.50 立 会 H23.1.19
ワ
！
淡
Ψ 原遺跡 田 口 佐久 i 公共下水道 172.90 立会 H231.20

68 東大久保遺跡群 下平尾 水澤 仁太郎 個人住宅
▼
ｒ
資
υ
Ｏ
υ 立会 H23.2.3

69 馬瀬口遺跡群 瀬 戸 坂井 豊治 。一民 個人住宅 448.84 立会 H22.12.10。 11

70 平賀中屋敷遺跡群 平賀 佐久市 公共下水道 149 立会
H231.12-14
17・ 24、  2.2

ワ
イ 上砂田遺跡 岩村田 須江建設工業硼 個人住宅 475 立会 H22.12.15

72 大沢屋敷遺跡 大沢 ソフトバンクモバイル俯 無線基地 4 立会 H22.12.27
つ
じ

，
ｒ 町浦 滑 駄 蓬 田 ソフトバンクモバイル帥 無線基地 1.44 立会 H23.124

74 神明 B遺跡 八幡 ソフトバンクモバイル棚 無線基地
刀
■ 立会 H22.1225

75 山ノ畑遺跡 甲 ソフトバンクモバイル棚 無線基地 1.44 立会 H23.2.14

76 黒田A遺跡 内 山 ソフトバンクモバイル鶴 無線基地 1.44 立会 H22.12.25
ウ
′
ワ
ザ 大井城跡 岩村田 佐久市 公共下水道 280 立会 H22.12.25

78 岩村田遺跡群 岩村田 佐久市 公共下水道 170 立会
H23.1.21・ 24・

28'31、  2.9

79 松の木遺跡 岩村田 佐久市 公共下水道 205 立会 H23.24

80 岩村田遺跡群 岩村田 佐久市 道 路 540 立 会 H22.12.22

81 筒畑遺跡群 安原 ソフトバンクモバイ,レ柳 無線基地 1.44 立 会 H23.1.14

82
曽根城遺跡
芝宮遺跡群

小田井 佐久市 公共下水道 299 立会 H233.1

83 夫井城跡 岩村田 佐久市 公共下水道
ワ
イ 立 会 H23.1.25。 28

84 周防畑遺跡群 長土呂 古林 和敏 個人住宅 240.93 立会 H23.1.28

85 西大久保遺跡群 上平尾 里 見 英 司 個人住宅 499,98 立会 H23.3.1

86 筒畑遺跡群 新子田 佐久建設事務所 用水路
９７
ｒ
Ｏ
Ｏ 立会 H233.8・ 9

７
Ｖ
Ｏ
Ｏ 栗毛坂遺跡群 岩村田 TA佐久浅間爛アメック 個人住宅

Ｑ
０
つ
０
状
）
の
と 立会 H23.39

88 岩村田遺跡群 岩村田 篠原 洋 個人住宅 573.52 立会 H23.3.29

(5)出土遺物保存処理

◎国補埋蔵文化財出土遺物保存処理業務    山の神古墳群 1号墳 直刀3

(6)刊行図書
佐久市埋蔵文化財調査報告書

第183集 『野馬窪遺跡群 野馬窪遺跡Ⅳ』  第184集  F市内遺跡発掘調査報告書2009』

第185集  F枇杷坂遺跡群 円正坊遺跡Ⅷ』  第186集  F白山遺跡群 下原遺跡』
第187集 『春日居館跡』          第188集  F西一里塚遺跡Ⅱ』

第189集  F権現山遺跡群 権現山窯跡』   第190集  『西一本柳遺跡XⅧ』
第191集 『和田遺跡』           第192集  F枇杷坂遺跡群 円正坊遺跡Ⅸ』
第193集 『周防畑遺跡群 南下北原遺跡』  第194集  F番屋前遺跡群 番屋前遺跡Ⅳ』
佐久市文化財 『年報19』
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(7)臼田 トンネルゾウ化石調査
臼田 トンネルゾウ化石調査会により、化石の発見された地層からおよそ100万年前の古型マンモス

の化石であることが明らかとなり、調査の成果をまとめた報告書 F臼田トンネル産 古型マンモス化
石』を刊行。

2 普及 。公開事業
(1)第 31回少年考古学教室
開催場所 長土呂 宮の前遺跡     開催日時 平成22年 8月 5(木 )。 6日 (金 )
参加者  市内小中学生 67名     内容   古代竪穴住居址の発掘体験

(2)講座

(4)出土遺物展示施設利用状況
◎文化財課展示室     188名
◎望月歴史民俗資料館  4,057名

◎臼田文化センター    310名

期  日 主 催 者 テーマ・名  称 内 容 参加者

5月 27日 (木 ) 公民館 中込地区館 市民ふれあい学級
「美術館と市内めぐりJ

田回城と中世山城のしくみ

7月 27日 (火 ) 公民館 高齢者大学大学院歴史講座
郷土の歴史と文化
(旧石器時代～縄文時代 )

8月 10日 (火 ) 公民館 高齢者大学大学院歴史講座
郷上の歴史と文化
(弥生時代～中世 )

8月 21日 (土 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

佐久の成り立ち、展示室見学

9月 4日 (土 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

発掘調査現場の見学
(宮の前遺跡他 )

9月 11日 (土 )
市民学習交流サロン
「土・知の森」

文化財から見える佐久の魅力と

古代ロマン (第 1回 )
国史跡龍岡城跡
～石垣と版築工法～

10月 1日 (金 ) 中込地区館
世代間交流学級 (中込第一保育園児と
一般市民)「小海線と五稜郭探索」

龍岡城五稜郭の特色としくみについて

10月 25日 (月 )
中込小学校 6年生理科学習 発見された化石からわかる歴史

10月 28日 (木 )

11月 6日 (土 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

縄文時代
～浅間山麓の縄文土器～

11月 12日 (金 )
市民学習交流サロン

「土・知の森」
文化財から見える佐久の魅力と

古代ロマン (第 2回 )
佐久の原始・古代の概要

11月 26日 (金 ) 田口小学校 6年生理科特別授業 地層と堆積岩

12月 4日 (上 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

弥生時代～コメを食べる人々～

12月 7日 (火 ) 公民館 高齢者大学大学院歴史講座 佐久の館と物の流れ

12月 ■日(土 )
市民学習交流サロン

「土 。知の森J
文化財から見える佐久の魅力と

古代ロマン (第 3回 )
佐久の平安時代から中世

1月 8日 (土 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

古墳時代～古墳を造った人々～

2月 5日 (土 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

奈良・平安時代
～遺物が語る信濃国佐久郡～

3月 5日 (土 ) 浅間地区館
市民ふれあい学級 ふるさと再発見
～原始からの浅間地区を学ぶ歴史講座～

中世～山城のしくみ～

(3)現地説明会

期  日 主 催 者 テーマ 。名  称 内 容 参加者

10月 25日 (月 ) 龍岡城保存会 龍岡城保存会
黒門西側石垣修理工事の概要説明
石垣の構造について説明

11月 9日 (火 ) 田口小学校 田口小学校 1年生
黒門西側石垣修理工事の概要説明
国史跡龍岡城跡の説明
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3 調査概要

1 田中遺跡

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

佐久市三分29併 1他

佐久建設事務所

道路改良

平成22年 11月 15日 ～

平成23年 3月 18日

調 査 面 積 330ゴ

調査担当者 出澤力

経過と立地

田中遺跡は三分地積に位置し、南北方向に流下する千曲川を西に望む河岸段丘に展開する。

本遺跡付近では昭和48年 に丼上遺跡が調査され、古墳時代の住居址、縄文時代から弥生時代の遺物

包含層等が検出されている。

今回、佐久建設事務所により社会資本整備総合交付金 (活力創出基盤整備)事業 (川上佐久線)が
計画されたため、試掘調査を行った。試掘調査の結果、遺構が検出されたため、再度協議を行い、記

録保存を目的とする発掘調査を実施した。

調査の概要

調査によって発見された遺構 。遺物は以下のとおりである。

○遺構 住居址  9軒 (平安時代)
土坑   4基

○遺物 土師器・須恵器

掘立柱建物址 2棟
ピット    9基

令 、

愛
一韻

ｏ
一
ギ
ゴ
一，言
一 増
一

岳卿 i‖甜雨

ダ滋|.・

田中遺跡全景 (南から)
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所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

2春 日居 館 跡

佐久市春日2994-1

佐久浅間農業協同組合

春日支所建設工事

平成22年 4月 13日 ～

平成23年 3月 18日

調 査 面 積 300ゴ

調査担当者 冨沢―明

経過と立地

春日居館跡は佐久市の春日地積に所在する。遺跡は鹿曲川と細小路川の合流地点より上流700mに

位置する。館跡内には現在「康国寺」があり、寺に接して北側に「堀端通り」の地名が今でも残る。

また、館の南西狽1にあたる山尾根上には春日城址が所在する。

今回、遺跡内において佐久浅間農業協同組合により支所建て替え工事が計画され、試掘調査の結果、

追跡破壊の恐れのある部分については発掘調査を行うこととなった。

調査の概要

調査では、館の堀と考えられる溝状遺構が 2本確認され、明治初年に書かれた「長野県町村誌」春

日村の項「塁塚二重ありて堀端小路の小あり。方二町、西は穴小屋の山城なり。…」の記載を裏付け

る可能性が非常に高いと考えられ、館の全容把握に貴重な資料を提供した。また、遺物としては長野

県下で貴重な出土例となる景徳鎮系「五彩碗」の出土があった。

○検出遺構 竪穴状遺構  3棟
土   坑  18基
溝状遺構   2本

○遺 物 縄文土器 (前期から後期 )
中世陶磁器 古銭
鉄製品 金銅製品

春日居館跡位置図 (1:50,000)

調査区遠景 (中央の寺が康国寺)

Ta3号竪穴状遺構
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3 権現山遺跡群 権現山窯跡

所 在 地
開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

佐久市八幡3202

中澤建材興業株式会社

宅地造成

平成22年 6月 1日 ～

平成23年 3月 18日

50rゞ

羽毛田卓也

経過と立地

権現山遺跡群は、佐久市の西方、旧浅科村に所在 し、千曲川を東方に臨む丘陵斜面 (標高688m～

670m)に 展開する奈良時代から平安時代の須恵器窯祉・集落祉である。遺跡が所在する人幡地区に

は、奈良・平安時代の遺跡が展開しており、西側に神明A遺跡、神明B遺跡、大平遺跡、堀久保 A遺

跡、堀久保 B遺跡が周知されている。権現山遺跡群が展開する丘陵は、東から南に、北から西にかけ

て緩やかな傾斜が広がっており、付近には未確認の窯跡が多数展開している可能性が考えられる。

今回中浮建材興業株式会社が行う宅地造成事業に伴い、同社と佐久市教育委員会とで協議の結果、

試掘調査を行い、遺構の有無を調査した。試掘調査の結果、奈良時代と考えられる遺構が検出された

ため、再度協議を行った。協議により、遺構が検出された部分について、中澤建材興業株式会社より

依頼を受けた佐久市教育委員会が主体となって発掘調査を行う運びとなった。

調査の概要

発掘調査によって発見された遺構・遺物は

以下のとおりである。

○遺構 奈良時代～平安時代の須恵器窯跡
2基

1号窯社は斜面上部に直交して検出された。

主軸は北より西に45° 振れる。検出は堀方の

みであり、基盤土壌は熱を受け変色していた。

遺物は奈良時代の須恵器郭 (破片)が出上し

た。稼働時期は奈良時代と考えられる。

2号窯跡は斜面中央部に直交して検出され

た。中央付近は排水溝に破壊されている。主

軸は北より西に向かい39° 振れる。稼働時期

は I・ Ⅱ・Ⅲの 3期が確認され、徐々に規模

は縮小されている。遺物は第Ш期の燃焼部堀

方の土坑状掘 り込みからほとんどが出土した。

第Ⅲ期稼働直前の須恵器群と思われる。本窯

跡の所産期は奈良時代前半期と考えられる。

O遺物 須恵器 (不・蓋・甕・壷 )

権現山窯跡位置図 (● 50,000)

2号窯跡全景 (南東から)
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4 野馬窪遺跡群 野馬窪遺跡Ⅳ

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

佐久市猿久保字野馬窪233-1

小須田雄二

集合住宅

平成22年 4月 19日 ～

平成22年 4月 23日 (現場 )

調 査 面 積 90∬

調査担当者 出澤力

経過と立地

野馬窪遺跡Ⅳは佐久市猿久保地積に所在 し、標高は695mを測る。遺跡は北西側に湯川を望む火山

性の台地上に立地し、また、現在は埋没しているが、東側には「田切 り」と呼ばれる帯状の低地が縦

断している。対象地は湯川と田切 りに挟まれた台地上の、急速に南側に向かって下がる傾斜地にあた

る。

今回開発に伴い事前に試掘調査が実施された。その結果、遺構が確認されたため対象地内で遺跡の

破壊が懸念される建物建設予定範囲において、遺跡の記録保存を目的とした発掘調査が行われること

となった。

調査の概要

調査によって発見された遺構・追物は下のとおりである。

○遺構 溝状遺構 1条、土坑 1基
○遺物 陶器 (常滑・甕)獣 骨 (馬 )

野馬窪遺跡Ⅳ全体図 (ユ 200) Dl号土坑獣骨出土状況
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5 枇杷坂遺跡群 円正坊遺跡Ⅸ

所 在 地
開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

経過と立地

佐久市岩村田字円正坊12961外

小林建設工業株式会社

社屋新築工事

平成22年 9月 17日 ～

平成22年 9月 21日 (現場 )

301正

林幸彦 佐々木宗昭

円正坊追跡Ⅸは、枇杷坂追跡

群円正坊追跡の西端にあり、標

高は706mを 測る。この付近は、

浅間火山の第一軽石流 (Pl)

に覆われ、調査地点の西側から

濁川にかけては、低地と低地内

に塚原泥流の小残丘がみられる。

円正坊遺跡は、これまで都市計

画道路・集合住宅 。医院建築等

の開発に伴う8次の調査によっ

て、弥生～平安時代の住居址41

軒等が検出されている。

今回、小林建設工業株式会社

が社屋新築工事を行うこととなり、

囲の試掘調査を行った。その結果、

建築範囲の調査を実施した。

調査全体図

平成22年 9月 13・ 14日 に現道使用の道路部分を除いた社屋新築範

住居址 1棟 。溝状遺構等が発見 されたため保護協議を行い、社屋

1296-16

Q

調査の概要

調査によって住居址 1軒、溝状遺構 1本、

土坑 2基の調査を行った。住居址は北側の

一部分以外は調査区域外で、東側はMlに

破壊されている。確認できたのは、敲きし

められた床、主柱穴と思われるピット1、

北壁に構築されたカマ ドである。住居址か

らは土師器の郭・甕、滑石製曲玉が出土し

た。時期は、出土遺物の特徴から古墳時代

後期、 6世紀中葉～ 7世紀初頭と考えられ

る。溝状遺構の時期は不明である。土坑 2

基中、 1基は土師器と弥生土器が出上して
いる。時期の断定はできないがMl及 び 6

世紀中葉～ 7世紀初頭とした住居址より古
い。もう 1基の上坑は時期不明である。 Hl号住居l■全景 (南から)
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6 西近津遺跡群 西近,睾遺跡Ⅷ

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

佐久市長土呂字森下17962、 1796-4

茂木 義秀
集合住宅

平成22年 9月 27日 ～平成23年 3月 18日

5981だ

林幸彦 佐々木宗昭

経過と立地

西近津遺跡群は佐久 。小諸両市境を南西に流下

する湧玉川左岸の田切 り台地上に立地し、標高は

700～ 713mを 測る。台地の南側は、浅い低地で周

防畑遺跡群と画されている。近津神社西からJR
小海線に至る大 きな遺跡群で、縄文・弥生・古

墳・奈良 。平安 。中世の遺構や遺物が多くしられ

ている。鷲林城跡が西端にある。今回の調査地点

に近接した長野県埋蔵文化財センターが行った中

部横断自動車道に関わる発掘調査では、200軒 を

越える弥生時代後期、古墳時代、奈良・平安時代

等の竪穴住居址をはじめ、国内最大級の弥生時代

後期の住居址や古代銅印「鉾子私印」が発見され注目を集めている。付近の市道改良工事に先立つ発

掘調査では、約100軒の竪穴住居址 (弥生後期～平安時代)等が検出されている。

今回、集合住宅建築に伴い、遺構の破壊される地域について発掘調査を実施した。

調査の概要

発掘調査によって発見された遺構 。遺物は以下のとおりである。

○遺構 竪穴住居址25軒 (縄文時代中期後半・後期前半、弥生時代後期、古墳～平安時代 )
掘立柱建物址 1棟、円形周溝墓 3基、土坑37基、溝状遺構 3本、ピット201個

○遣物 縄文中期後半、後期前半土器、弥生後期土器、土師器、須恵器、土製品 (円盤・土偶 )
鉄製品 (紡錘車・刀子等 )、 石製品 (打製石斧・磨製石斧・打製石鏃・石棒・凹石等 )

調査区全景

調査風景 遺物出土状況
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7 中道遺跡Ⅲ

所 在 地 佐久市前山100-1
開発主体者 株式会社エヌ・テイ・テイ・ドコモ長野支店

支店長 亀谷義則
開発事業名 移動通信用無線基地局建設工事
調 査 期 間 平成23年 3月 10日 ～平成23年 3月 23日 (現場 )
調 査 面 積 48ゴ

調査担当者 林幸彦 佐々木宗昭

経過と立地

中道遺跡Ⅲは、片貝川右岸に位置する。標高は71lm内外を測る。周辺には、弥生時代から平安時

代に至る時期の追跡が存在する。調査例として、本遣跡南側の中道遺跡 Iで古墳時代の住居址 2棟、

奈良時代の住居址 2棟、平安時代の住居址 2棟が検出され、土師器・須恵器や和同開弥 (佐久市指定

文化財)、 奈良三彩小壺蓋 (佐久市指定文化財)が出土している。
今回、移動通信用無線基地局建設工事が行われることとなり、平成22年 9月 13。 14日 に試掘調査を実

施し、住居址等の遺構が検出された。保護協議の結果、記録保存を目的として発掘調査を実施するこ

ととなった。

調査の概要

調査によって発見された遺構 。遺物は以下のとおりである。

O検出遺構 住居址 l棟 (弥生時代後期 )、 溝状遺構 1本 ○出土遺物 土器・石器・木器・種子

■
‐
― ぃ _

警

:́|!1言二:

調査区全景
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8・ 9 宮の上遺跡群 宮の上遺跡Ⅲ(Ⅳ )・ Ⅲ

所 在 地 宮の上遺跡Ⅱ―佐久市横和字宮乃上306-7
宮の上遺跡Ⅲ一佐久市横和字宮乃上3066、 3068

開発主林者 宮の上遣跡Ⅱ―奥村 茂貴
宮の上遺跡Ⅲ―黒沢 忠雄

開発事業名 長屋建住宅建築
調 査 期 間 平成23年 3月 3日 ～平成23年 3月 80日
調 査 面 積 宮の上遺跡Ⅱ-135ど

宮の上遺跡Ⅲ-135ご

調査担当者 上原 学
宮の上遺跡Ⅱ・Ⅲ位置図 (1150,000)

経過と立地

宮の上遺跡群は、浅間の麓に源

を発する湯川の左岸段丘上に展開

する弥生時代から平安時代を中心

とする複合追跡で、標高679m内

タトを測る。

と厄宅壱F梁緊塞置行豊を隻謡雰二

'IT

向に通過する道路の歩道設置工事

に先立つ宮の上遺跡の調査によっ

て平安時代の住居址が発見されて

いる。

今回、黒沢忠雄・奥村茂貴によ

る長屋建住宅建築工事が隣接して

行われることとなり、遺構の有無

を確認するため平成23年 2月 に試
宮の上遺跡全景 (西から)

掘調査を実施した。その結果、竪穴住居址、ピット等の遺構及び土器の出土が認められたことから、

開発主体者と協議を行い、遺跡の破壊される建物建築部分について、発掘調査を実施した。調査は、

隣接する長屋建住宅 2棟分の調査を同時に行った。なお、宮の上遺跡Ⅱは宮の上遺跡Ⅳとして報告書

を刊行する。

調査の概要

調査によって、平安時代の竪穴住居址、掘立柱建物址、ピット群を検出した。遺構・遺物は以下の

通 りである。

○検出遺構 竪穴住居址 5軒 (平安時代 )、 掘立柱建物址 1棟、ピット群
○出土遺物 土師器 (郭・皿・奏 。高郭・碗・鉢)一平安時代

須恵器 (郭・高台付郭 。甕・壷)一平安時代
石製品・石器― (擦 り石・敲き石・鏃 )

土製品 (羽 口)一平安時代
灰釉陶器 (皿・碗)一平安時代
古 銭 (寛永通宝)一近世
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10 宮の前遺跡他・南近津遺跡Ⅲ

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

佐久市長土呂12811外

佐久市建設部都市計画課

近津土地区画整理・街路整備

平成22年 4月 5日 ～

平成23年 3月 31日

10,700.8rだ

小林員寿 冨沢一明 森泉かよ子

経過と立地

平成21年度に引き続き佐久市建設

部都市計画課による、近津土地区画

整理事業に伴い、調査を実施した。

今回の調査区域は南北一約550m×

東西―約200mの 範囲であり、地点

により状況が変化している。南端は

台地が沖積地に接する部分で、検出

された遺構は中世が主体であった。

中間地点は弥生後期の集落・墓、古

代の集落が展開する。弥生後期の集

落と墓は台地に沿うように南北に集

落が展開し、その外周に墓域が形成

されている。北端は奈良・平安時代

を主体とする集落が展開する。

調査の概要

検出遺構 竪穴住居址  178軒

掘立柱建物址  70棟

溝状遺構   44本
土坑     158基
周溝墓    21基
ピット    1,780基

土師器

須恵器

灰釉陶器

緑釉陶器

瓦

石器

鉄製品

骨

中世陶磁器

出土遺物

官の前遺跡他。南近津遺跡Ⅲ位置図 (1:50,000)

『 騨ヽ

＝
～触
怒
暴
沖

虫垂

遺跡全景 (平成 6年撮影の背景に空中写真をモザイク加工)
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11 自山遺跡群 下原遺跡

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

経過と立地

白山遺跡群は東西方向に流れる湯川と千曲川に挟まれた台地上にある。下原遺跡は千曲川に注ぐ小

河川を西に臨む舌状台地 (標高668m前後)の西端に位置した弥生時代から中世の複合集落跡である。

平成19。 21年度に佐久市高速交通課が行う道路改良工事に伴う発掘調査が実施され、竪穴住居址 7軒

(弥生時代中期 2軒、古墳時代前期 1軒、古墳時代後期 2軒、奈良時代 2軒 )、 中世の遺構群 (竪穴状

遺構・土坑・ピット・溝址)が検出された。

今回、平成21年度調査地区の西側隣接地に佐久市高速交通課が継続道路改良工事を計画したため、

遺跡の記録保存を目的とする発掘調査を実施した。

調査の概要

◎検出遺構 弥生時代中期後半 竪穴住居址 7軒
古墳時代後期   竪穴住居址 4軒

佐久市三河田字下原5682他

佐久市建設部高速交通課

社会資本整備総合交付金事業

道路改良 (今井北線 )

平成22年 6月 3日 ～ 8月 31日

1,003.61N

須藤隆司

奈良時代

中世

奈良時代

中世

竪穴住居址 1軒

竪穴状遺構 l基、土坑54基、ピット群

土師器、須恵器

陶磁器、石臼、砥石、敲石、鉄釘、古銭

古墳・奈良・中世 掘立柱建物址 7棟
◎検出遺物 弥生時代中期後半 土器、石鏃・剥片・石核 。原石 (黒曜石 )、 磨製石斧

古墳時代後期   土師器、臼玉、編物石

弥生時代中期後半の竪穴住居址群、中世の遺構群に示される拠点的な集落の存在が示された。弥生

時代中期の住居址 (H10号)では石鏃製作の工程が復元できる黒曜石資料群が検出された。

下原遺跡位置図 (1:50,000)

H10号住居址 (南から) H10号住居址の炉 (南から)
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12 猫田遺跡群 井戸尻遺跡

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

佐久市鳴瀬3062番地先～塩名田733番地先

琵琶島橋先線道路改良用地内

佐久市建設部道路建設課

道路改良

平成22年 4月 26日 ～平成22年 12月 17日 (現場 )

平成22年 4月 26日 ～平成23年 3月 25日 (整理 )

4,9551ざ

上原 学
井戸尻遺跡位置図 (1:50,000)

経過と立地

猫田遺跡群井戸尻遺跡は佐久市

鳴瀬に所在し、千曲川の右岸第二

段丘上に広 く展開する。周辺は、

国場整備された水田が広がり、標

高は680m内外を測る。水田直下

の地盤は、氾濫源特有の砂礫層又

はシル ト層が交互に厚 く堆積して

いる。本遺跡周辺では、平成 2年

に南方の段丘端部において道路改

良に伴う大ふけ遺跡の調査が行わ

れ、弥生時代の周溝墓が発見され

ている。また、北方では、平成10

年に保険センター建設に伴う海戸

田A遺跡の調査が行われ、縄文～

平安時代の住居址等が発見されている。

今回、道路改良工事に先立ち、平成22年 2～ 3月 にかけて試掘調査を実施した。その結果、開発対

象地の一部地域から中世と考えられる竪穴状遺構・溝状遺構・土坑・ピット及び弥生土器等を含む包含

層が発見されたことから、開発主体者と協議を重ね、遺跡の記録保存を目的とした発掘調査を実施した。

調査の概要

調査は、開発対象地域19,300∬ 中、試掘調査によって遺跡が発見された 3地域 (A・ B・ C区 )の

約4,955だ について実施した。発見された遺構 。遺物は以下のとおりである。

A区 ○遺 構  造物包含層 (弥生時代 。古墳時代 )
○遺 物  弥生土器・臼玉

B区 ○遺 構  竪穴状遺構・土坑・ピット・溝状遺構 (中近世)
○遺物包含層 (縄文～平安時代 )

○遺 物  縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・石製品・石器

C区 ○遺 構
○遣 物

竪穴状遺構・土坑・土坑墓・ピット・溝状遺構 (中近世 )

弥生土器・石器 (弥生時代)・ 石製品・陶磁器・土鍋・古銭 (中近世 )

C区全景 (南東から)
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13 岩村田遺跡群 東 一 本 柳 遺 跡 Ⅲ

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

佐久市岩村田2248-1

佐久市建設部建築住宅課

市営住宅相生団地建設工事

平成22年 8月 1日 ～平成22年 10月 8日 (現場 )

平成22年 8月 1日 ～平成23年 3月 25日 (整理 )

調 査 面 積  1,400∬

調査担当者 上原 学

経過と立地

岩村田遺跡群東一本柳遺跡Ⅱは岩村田市街地南方をおよそ東西方向に流れる湯川の右岸段丘上に展

開する弥生時代から中世を中心とする複合遺跡で、標高は697m内外を測る。本追跡の周辺は、佐久

市の中でも特に遺跡の密集地域として周知され、近年道路建設・店舗出店等により、多くの発掘調査

が行われている。

今回実施した東一本柳遺跡Ⅱの発掘調査は、平成21年度～24年度にかけて佐久市建設部建築住宅課

が計画している市営団地建て替えに伴う2年 目であり、面積は1,400ど を測る。

調査の概要

今年度の調査は、現在残っている12棟中6棟の解体作業が終了した後に行った。残り6棟について

は、平成23年度に解体し、発掘調査を行う予定である①発見した遺構・遺物は以下のとおりである。

○検出遺構 竪穴住居址 3棟 (古墳時代) 竪穴状遺構 (中世) 土坑 (古墳～中世 )
溝状遺構 2条 (中世) 井戸跡 (中～近世) ピット

○出土遺物 弥生土器 (壺 )
土師器 (郭・高lTh・ 甕・甑)一古墳時代
須恵器 (郭・奏)一古墳時代
石製品 (擦 り石・敲き石・五輪塔)一古墳時代～中世
古銭―中近世

鉄製品一古墳時代

:■Ⅲll:
Ⅲ■■|

tl■||
―
IⅢ

' |lヽi'1 -

ユIi

井戸跡東側調査区全景 (南西から)
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14 周防畑遺跡群 南近津遺跡Ⅳ

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

佐久市長土呂字南近津 1163-78、 1186-7

田中 豊
個人住宅

平成22年 4月 19日 ～

平成22年 4月 30日 (現場 )

調 査 面 積 80だ

調査担当者 上原 学

経過と立地

南近津遺跡Ⅳは北に舎える浅間山の麓から放射状に延びる田きり地形の細長い台地南端付近に位置

する。標高は71lm内外を測る。対象地周辺は、縄文時代から中世に至る幅広い時期の追跡が存在す

る複合遺跡で、付近の調査例として、平成21年度に北側に隣接する道路で南近津遺跡Ⅱの調査が行わ

れ弥生～平安時代の住居址20軒、土坑、溝跡等が発見されている。

今回、個人住宅建設が行われることとなった事業地内は、21年に行われた試掘調査によって遺跡の

存在が確認されている地域であることから、建設によって遺構の破壊が予測される80どについて、遺

跡の記録保存を目的として発掘調査を実施した。

調査の概要

弥生時代または古墳時代と考えられる掘立柱建物址、土坑の調査を行った。

遺物は弥生時代～平安時代の土器・鉄製品が出上した。

○検出遺構 掘立柱建物址、土坑、ピット

○出土遺物 土 器―弥生土器 。土師器 。須恵器
鉄製品

南近津遺跡Ⅳ位置図 (1:50,000)

調査区全景 (南から) 遺物出土状況
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15 周防畑遺跡群 南近津遺跡V

所 在 地 佐久市長土呂字南近津116319
開発主体者 上原英雄
開発事業名 個人住宅
調 査 期 間 平成22年 10月 5日 ～平成22年 10月 18日 (現場 )
調 査 面 積 85∬

調査担当者 林幸彦 佐々木宗昭

経過と立地

南近津追跡 Vは北に答える浅間山の麓から放射状に延びる田切 り地形の細長い台地南端付近に位置

する。標高は71lm内外を測る。周辺には、縄文時代から中世に至る幅広い時期の遺跡が存在する。

調査例として、南近津遺跡 I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、若宮遺跡 IoⅡ 、宮の前遺跡があり、住居址、土坑、円
形周溝墓、溝祉が多数検出されている。

今回個人住宅建設が行われることとなり試掘調査を実施した。結果、住居址等の遺構が検出され保

護協議を行った。地耐力が弱く土壌改良後に施工されるため、住宅建物部分の記録保存を目的として

発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

調査によって発見された遺構・遺物は以下のとお りである。

○検出遺構 住居址 1棟 (奈良時代)、 ピット28個
○遺  物 弥生土器・土師器・須恵器 。鉄製品 (帯金具)

聾 イ
‐ |~

住居lll全景
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16 岩本相遺跡群 西一本柳遺跡�X

所 在 地 佐久市岩村田字中一本柳2280-2他
開発主体者 早川功
開発事業名 個人住宅
調 査 期 間 平成22年 7月 28日 ～平成22年 8月 6日 (現場 )
調 査 面 積 124ゴ

調査担当者 林幸彦 佐々木宗昭

経過と立地

西一本柳遺跡題 及び周辺遺跡は、弥生時代中期～中世の大複合遺跡である。北西の久保追跡、五

里田遺跡、西一本柳遺跡 Iか らXⅦ、東一本柳遺跡 I・ Ⅱ、北一本柳遺跡 I～ Ⅲ、東大門遺跡、東大

門先遺跡 I・ Ⅱの調査では、弥生時代中期
。後期、古墳時代中期・後期、奈良時代・平安時代、中世

の集落・墓域が調査されていて、遺構・遺物を述べるには枚挙に追がない。この多くの検出遺構中で、

弥生時代の環塚であろうと指摘されている溝状遺構が多数検出されている。

今回、個人住宅建設が行われることとなり、試掘調査を実施した。結果、住居址等の遺構が検出さ

れ保護協議を行った。地耐力が弱 く土壌改良後に施工されるため、住宅建物部分の記録保存を目的と

して発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

調査によって検出された遺構・遺物は、以下のとおりである。

○検出遣構 住居址 2棟 (古墳時代 )、 掘立柱建物址 1棟、溝状遺構 (環塚 )、 ピット2個
○出土遺物 弥生土器・土師器・須恵器・石器

調査区全景

1町鐸誘●
ィドこと,好郵ヽ          イ君畠Hヒ

g吾
!監矛

こ I IIIヶギャ残F年||!

irrl、

住居llL全景

溝跡全景掘立柱建物址全景
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三石悦郎氏寄贈月夜平遺跡出土考古資料目録

経緯 :平成 20年 より以前の平成の初め頃、三石悦郎氏は入沢月夜平 3248-2番 地の畑にプルーン百の植穴をいく
つも掘 り、その際に出土した石器や土器を自宅に持ち帰り、廊下の縁の下にしまっておいた。

その後三石悦郎氏は他界され、出土した石器や土器は氏の奥様により佐久市 (臼田町誌編纂室)に寄贈された。編纂
室では臼田町誌第 3巻考古・古代・中世編編纂時にこれらを活用し、その一部は臼田町誌第 3巻に掲載された。
今回、臼田町誌編纂事業の終了に伴い、寄贈された石器・土器を文化財課事務所で保管することとなったため、目録
を作成 。公表し、資料の活用を図ることとなった。

尚、臼田文化センターに展示されている三石新一郎氏寄贈の土偶 (写真)も 、今回の資料が出土した畑から採取され
たものである。

∨

Ⅲ泌 8引

/｀
｀`ヽ、、

修孝■|
|!|ド

佐久市

三石新一良Б氏寄贈土偶
(臼田文化センター展示)

第 1図 出上位置図

~瀬

『

~
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三石悦郎氏寄贈月夜平遺跡出土土器・土製品 1～ 15(S=1/4)。 16～ 20(S=1/2)
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土器・土製品

No 器種 器形 口径 底径 器高 成形・調整・文様 備 考

1 土師器 芥 107 50 41 ロクロ成形・右回糸切 平安時代 10C

2 土師器 郭
ハ
） 44 40 ロクロ成形・右回糸切 平安時代 10C

3 土師器 杯
つ
々
（
υ 46 44 ロクロ成形・右回糸切・内面黒色処理 平安時代 10C

4 電文土益 鉢 口縁部口R縄文・体部矢羽状沈線文 後期加曽利 B2式
臼田町誌第三巻 P78掲載

5 健文土器 深鉢 矢羽状沈線文 後期加曽利 B2式
臼田町誌第三巻 P78掲載

6 電文土器 深鉢 弧線文・8字文・条線充填、突起、内面沈線文 後期加曽利 B2式
臼田町誌第三巻 P78掲載

7 尾文土器 深鉢 口縁部に8字只占付文 +刻 目隆帯、磨消縄文 LR 後期堀之内 2式
8 電文土器 深鉢 把手、磨消縄文 LR 中期後半加 E3式期、大木系 ?

9 電文土器 深 鉢 75 垂下沈線間に縄文 RL 中期後半加曽利 E3式
10 電文土器 深 鉢 10.2 地文 LR縄文・垂下沈線・蛇行沈線 中期後半加曽利 E3式
毘文土器 深鉢 3本 1組の垂下沈線・LR縄文 中期後半加曽利 E3式

つ
々 電文土器 深鉢 182 口縁区画文内に綾杉文、体部田字区画文、地文 RL縄文 中期後半加 E3式期、郷土式 ?

電文土器 深鉢 隆帯による渦巻文、LR縄文 中期後半加 E3式期、大木系 ?

14 電文土器 深鉢 口縁部楕円区画に斜位沈線文充填 中期後半加 E3式期、唐車文系 ?

15 電文土器 鉢 口縁部区画文内に鱗状短沈線充填 中期後半加 E3式期、郷土式

16 電文土器 手捏 28 ■6 53 手捏、男性器表現の土製品の可能性有 り 後期 ?
７
′ 土製品 耳飾 45

つ
０

つ
々 滑車形、三叉文・細かい刺突文 縄文後期、土製耳飾

臼田町誌第三巻 P80に掲朝

18 土製品 土偶 4.4 上底、横位沈線 縄文後期、土偶の足

土製品 土偶 80 両耳に耳飾の表現、頸後にLR縄文 縄文後期、筒形土偶 ?頭部

臼田町誌第三巻 P79掲載

20 土製品 土偶 表裏に女性器表現、沈線文・細かい刺突文 縄文後期、筒形土偶 ?

臼田町誌第三巻 P79掲載

石器・石製品

No 器種 長 幅 厚 依存状態 備考

1 打製石斧 15.5 70 つ
々 完形 分銅形、縄文時代

2 打製石斧 刃部久損 分銅形、縄文時代

3 打製石斧 123 59 完形 撥形、縄文時代

4 打製石斧 基部断片 縄文時代

5 横刃形石器 50 ■5 完形 横長剥片、縄文時代

6 横刃形石器
つ
々

つ
０

つ
０
つ

々 完形 縄文時代

7 横刃形石器 169 58 20 完形 縄文時代

8 粗製石匙 6.3 完形 碇型、縄文時代中期 ?

9 剥片 82 50 28 完形 使用痕のある河床礫剥片、縄文時代

10 有袂石器 105 80 完形 弥生時代

11 石 皿 断片 縄文時代
つ
つ 石 皿 41,0 240 5,0 完形 中央で 2片に割れている、縄文時代
つ
０ 石 皿 180 69 断片 裏面多孔、縄文時代

多子L石 232 153 108 完形 表裏面+1狽J面 =3面に多孔、縄文時代
15 石棒

つ
０ ■6 断片 有頭、縄文時代後期、自田町誌第三巻 P79掲載

16 石棒
０
じ
つ
々 断片 先端部、縄文時代後期、臼田町誌第三巻 P79掲載

７
‘ 石棒

つ
０ 断片 先端部、縄文時代後期、臼田町誌第三巻 P79掲載

18 石剣 157 つ
つ

つ
０ 完 形 基部再生か ?、 縄文時代後期、臼田町誌第三巻 P79掲載

19 石剣 36 ワ
イ 断片 先端部分、20と 同一個体、縄文時代後期、臼田町誌第三巻 P79掲載

20 石 剣 36 断片 19と 同一個体

石 刀 34 断片 有頭、縄文時代後期、臼田町誌第三巻 P79掲載
つ
々
つ
々 石錘 4.8 305 10 完形 有溝 (長軸に 1条 )、 縄文時代後期、臼田町誌第三巻 P75掲載
つ
０
つ

浄 原石 6.0 68 つ
じ 完形 黒曜石転石
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